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学校体育の課題と努力事項
E 盈孟誼E孟E
IJ4校体育事ヰ門駒込「儲宥や保健の貝;} j・考え方を自助
詞暗線画世見付け，その解闘Z剛怯学宥渇程を泊
して，心と体を→本として事E九盆書室l;::bたって.t...J'
の槌議を保持俗世量しt白羽なス唱$ ーツライフを実現する
ための資質・飽力を育成する』こkを目指している.
袋発の禦輔こ当たっては企ての児盆煎湿I J O ) 特性
キ魅力，発途の康蜘こ応じた議しさ令書( 1 . を樹山々

するとと語羽田である. そのためiζ 各単位陣欄のつ
ながりを強織した準君遜程を編成L ，魅力働る勤客tの
政怠俊樹峨館前噴出回実を冊、野剛舗の作
成と整備・活用，お略者十種ゆ作者色と盤調官・活燭を園り

震である.

，ぴあ材1 . d 体育・保・体前閤胞を日高楽園ーしてい
〈ととで，運動することに書ぴを膚1 : - ，温験好きな児
童ll '育てていきた』、

令和5年度の標題
'  竿' 抱憾のさらなる改・と充実
Z  運動する・会の棒銀と遺蹟1: : 1 1しむ取組@さら
なる工夫3_劇団= 取り組む体育能活創崎@ 事滋防止及.tJ
咽糊 @ 馳

官 牢曹姐・のさ

(1) 川崎制柵= 関商扇面から
C撤鶏脆開直に附哨嚇晴明修正をしている学校

四銭。ω弛
O単元ごとの具体的治勉噂着+ 画を仲裁している学校

π'.0再@ 開喧ぬ鴫
O単昂の際価総R 作成している学校

83.9再@ 尚司(79.問。
o  r，令狗S年磨錦略防'1闘抱鬼遇制. . . .  瞳Iil'ら
t学校剛附

本県9Il.1l時住酒97.4紛
C滋蜘最俗らその鍵索。掬したこkをふり動ている.

。居留祉で論判。帥，御捻畢免除け細厳司k9M'O乱
本県鎌.8見佳国98 .0防

I児童蹄繊細
0体育の授索前主進ルで学調に移制している品、
本県男子弘9 ! 1俗調関.9防率撚女子宮弘樹鎗舗鈍.00
O 体育の銀黛で.友重量と助けあq たり，数え合唱たりして
学習し r'('きたり.

昼盛鎗国E呈

(3) 

を時関内で展開していた
0 1単位時慣の鎗電車内容を明砲にし総理事と評価の
ー桝也を溜鎗して取り組主婦餓悼多〈見られた.
C温暖帰省量を溜蛾約t己確保していた.
OIC f 繊絡を目崎$ じて. 効果糊こ讃埠よ〈活用
している鍵掛2見られ九

『怖S縄全量制・運動勧. 副書信. 恒』から
【体力制点及Z刃包観閲閥
57.0  王画事両ご.- i 見出。. 白ぉ。
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E児盆質問閥
体育の鰻割ll:U 匝しい {小5 男子・女子〉

10。
"  
同

"  .。
金. ..3i.  
、、、、男子 ・・・安子

. 主体育園館街事国慢しい鍋Lい・やや孤U 時

(1)・・"・@さ色怠:ll芭・k費量陸
0各単位時間のつながりを溜. t . ; 化学部島程を留置
除する.
・育成を目扮す資質・能力の三つの也£沿q た指導
内容をパランスよくE 置する.
- 児童がめあてをもって学膏ずる怠歓を剣暗躍した状
餓から，自ら積極を見附t. 仲間と拘己そ¢凋I t k
に肉けて取り組めるように鋪除する。
C魅力ある教討を叡廷する.

C耀制適繍mのn減k盤情・語調書E園る。
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2  濁す副蝕制臨とi田= 担凶鴫加さらなむ剥白川
「怖5年齢酷力覇醐伽』から
O体力合計点( ス砕ツ庁が利湛準に基づき，年齢と項
目別の置撮i司Eじて点教化した8項目の合計点の弔糊
木県男子54.3(全国自.6) 木県女子団.7(蛍草54. 3) 
噂働予スト脚繍4哨鮭酷カ・盟副肋. 題掴慣閣査lから
O体力テストの結果や体力・運動能力の向上につい
て，自分なりの目標を立てている。
木県男子79.珂(全国76.刑期駄子77.価(全国73.9時

「令和5年度新体力テスト』から

小学校:A+B+Cの児童の割合(% )  
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園3 新体力予スト総合開面A + B + Cの' 描

「令和5年度全国体力・運動能力. 運動習慣簿踊査Iから

側聞 事植の体育捜壊以外にお付る
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仲間) 学枝の体育恒雄以外における
、t週間の錨週勘時間f小 5宜子〉
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重薗 圃玉E畠

互 ω、5男子・女子3

l 盟
。} 値掴醐= 取り組ι、『置曲する櫨金の確保1 と『盟
副f::::但しむ取組Iのさらなる工長

0 学校の教育活動全体を通じて，意図的な運動の機会
を捻出，設定し，休み時間等の日常的な運動の機会
を確保することで，運動することに喜びを感じ，運
動好きttJ櫨を育てる聯Eをより一層工支する。

3 個師。劃細掴闘世叩% J W I 自幽司叱
(令和3年底上ω

「独立行政法人日本スォ←ッ掻興センター資料」から
OR4の体育自嫡動の事故件数 5，364件悩併暢
OR4の体脊授業中の事故件数4 ，担4件 (4拘件減
。学校管理下の事故における体育的活動の事故の
言F恰 拓自6% (1.Op滅
。体育的活動の事故における体育授業中の事故の
寄恰 91. 8 %  (2.1p紛
日曲 面740

品副

日田

自由

日田

相師
H2 2  ti26  ti21  H2.8 R1 R2 R3  R4  

園5 同小学執体育慢集中の事故件数の推軍事
. .  戸 '

園6 R4/J司暢学被管理下の事故件数也危害申簡件I t )

{ 1 ) 値館前に取り組む体育的活動時@ 事故防止及び
単冒甥縄師確立
0定措置車体制の確立
・事故の未然防止策と発生時の適切な相瑚樹応及び
全頭職員の役割分担等を明確にし，マニュアJVIζ
示すとともに共通理解を困る。そして，『体育授業・
運動葡括動における事樹坊止の5則」を徹産する。
O 学習規俸の確立及E妓全に留意する態度の育成
・適度な緊頚感のある，よい雰囲気の中で，効率よ
く集中して学習に取り組めるように，学習指導要
領の「牧Fに向かう丸人間性等j の安全の内容
について繍舶に指導・評価を行う。

以上のことから，来年度の課題を次のとおりとする。

1  学習指噂のさらなる故善と充実
2  錨鍋拘に取り組む『運動する機会の確保1と『運動
に親しむ取組』のさらなる工夫

3  種融制こ取り組ι嚇宥雌曜副時の事故馳t及t舟唱輝偉の確立
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令租e年- - と努カ事司E
IJ4噌においては学署指噂要慣が金宙実施となり

ると，折り返し地』主である. そろそろ. 学膏指導要績
の趣旨を踏まえた援策の実刷、ら，成果k積極を聾湿
すること品味められる時期である. そのためにも. r.主
体的・対稀的で深b中ぴ」の観点からの偉業政聾キ棺

E 『官
| 咽輔帥凶る雌k掴

1 1 ( イント

体育科において実現してい〈ことが盤要である.
また，体宥授業を量産k しながらも，学校殻脊活動全
体を遇じて. 鎗厳勤に運動する機会を被爆し. 運動1こ
劉しむ取組の工夫をしながら，運動することに膏びを.1ら還敵好きな児童を育成することも盛要である.
その改替のための方策を慣れ

海玉県臨時櫛酬咽融臥閣の隊加温盤醐眠盆国際胞と鵬レても鵬首臨でありながら『湿
l1JtJ匂壱Jr碍竃窃射訓鋭角I lLN¥ J と悠じている児童¢糧食泡笠置平抱l U ' F ということであd . (01 2園1. 2  
S冊乙網開盟結えながら自尽の蝿綱領直( . ，. 鋸備して響奮闘のさらな否砲制捜廻って
11¥(乙とが不司交であるそ@ 観点とじ℃基本的琢司院nを震y，
E':$ .. "1 _f' I町忌a t ' J E宮下司・
『主体的・対話的で勝中び』に向けた援鱒設智弘 a，，-rしも1単位間関の録業の申" e : 全てが実現されるもの
で怯なく，単託金体を見通して改釜を進めてい〈こと珂顕である。つまり，『主体的・対積約 四昨四ー
で悌匂り』の実現に向け食援策紋笛を考えることは単元におゆる学t陶プロセスをどのよう
に鍵え.指導担E膏や僻価償金をどのように檎除するかということである. 特に. 空軍盤聾笠皇t
盆歪重量主去塞にむけて. 単元の:::1-ル像を明船屯した上で. r.値恕燭歯車な学U H : r-槍鋤拘な
学び」のー俳約な充実主掘りながら. 体育科で育成を目指す費質・飽カを兜蛍£育んでも、〈ことが次切である.

鋤剤約・司飴蝿鈎なICI'据凋

。単元自様の盛り返り
・学習成果を価値づける.
0 タライマァタスイベントの位置
づけ
還車草子曹な児量生徒宵減申た
網棚副E 次元同- } "
飾品埼玉贈報酬
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;:ニDJ'，';:'
続材とは学習内容を育成するための手段である. 体育料ま. 厳科の特質ム運動することを過して，学習指
糠要領解m倖繭踊押由民29名文阪科学省' )
O ? 1 t l 闘車地捜殺する際. 遺蹟滋びそのもの& その玄割Tいa 全ての児盆が『めあてをもq ・叫んで温風lす
ることができるであろうh 学習指導要領解礎体育糧 e械 29" 1主文部科学省}には.運搬鍾' C J t，噌手な児童
への配慮の'1也示さ丸めあてをもってス号ールステγアで学冒する必要性はより一層求められている. その

魅力ある敏材例 |  運動甑向精子
【タモ歩剖 I  10圃 I  16国 |  却園

ぬあて t手足，i1S:f
ムにかからないよ
うに歩く
レザ-tjy; 10cz. 
1&cz. 20m， 

【うさぎ腕0 )
めあて: ゴムtこか
からないように眺
ぷ
レ吋Jレ; 2Ocz. 
ao国弘( O m ，

F<a . 与 L F，T

運動遊u .の様子
30国

明盆が修糟郷z夢中唱こ取り組み= 一人一入車鳴く援策には多〈の舶，表情豊盛* 授業者由埼奪回、ることが
多川 (令和641も第64号学捜修自民泌蜘.令奇il5年度県内の録業研等1::'舶、てはそのような製薬及U曾縁者がた
1r ....... M 多〈見ら九噺t : d 寝耳包しても学習成駆りあがっている体育授郷白書提鍵者の畿防行動の写実が見られる.
市町て" J町田典範向調史綿鹿島民締法について O蜘 61年h 体開袋入冊以下のように示していた.
ーの鵬: 場当たり前でお鍋でや州、るよう制鶴 . - . ; - -
この康自由: 計画通りに真面目に取り組んでいる授梁 illll  
三の輔: 自分なりに酬しτ数える崎誠号明、る蛾 I¥r tlu 11111間
四の吸猪;'(}.!:りひk りのカを引き出している授諸島 I" :_:':;主主グ
五欄 : 見和噌措えるよう棚 ヨ図!性
短調島の実値にあたっては学習活動を計直湿りに符うこと令棺司車内容に沿う寅かけ

て〈れる元気な筑過識児童の伸びを記録して官官11して機会があるごとに穏桝Tて〈れる負遇措下位眉の児童に
注怠を向けてよく見てくれる先生臨時も学習で新しb焼見が得られるように数え方を工夫してくれる先生
目ー錦之運動l，. . 元気な先生|伸時舗L電めて< M : 雌| 省初姐量よくみて〈梢魁| 齢誠I決してく焔雌
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頃む閣する齢嚇』と明説明』のさ関誌

1 1 ( イシト

怠胆コロアコイルヨ咽副首臨海・Eより.体格ω期協跡で修盟問融が樋少して時ことを摘していQ .
また防相5年度新体力テストの舗倉野価A骨 C の割合」位割、て恵若干の政曽備制見st官玖依f < <とじて体力
倍下巴訪問調殴$ 骨碕ところであ色刷a固a，4_
このような伏況を蛍嘗寄る広島丸依・規鰍口肱え. 学鶴般商酒量全体を遇じて. ・闘した槍々 な工期Zより
『浬即刻雌措置闘い同聞に肌泥沼磁御工民』を凶凶s . 運聾隠さ創尼富を育て司5ことU湿震である
日臨閣しむ抽ρ側雛像力闘鰍蹴抱幽岬也よ唖

@ 嶋崎副『なh l b子体操』繍曲
[ 何抑制幽l。上つ子体. .
--一一一一一一---

<111口市立幽刺噂ゆ )  I副防相齢育成I-{
. 観的に砲り値む 襲譲
『運動する様会の確保』

平成30年虞以降から令和2年度まで. 修育的活動
申の事故斜覗路湖歳少しているものの」体有混線中の事
故の割合制御四していた.
体脊甥業中の事裁の割合f主鎗少し通令和4年度につい

徹底など，未然の事敬髄止対策金11じるととも民事
故誠意Eこってしまった際の澄切な対応について，全教
職員で実遜理解を園るととi 6 S l 翻震である.そして『体
融業・湿蜘窃捕における事故鈍止の 6則。眠県

加えて，涯司氏E・l a lする随時種強姐臨::..，，'いてt.t.
盤・注量銅盤勉tab色れてい8. 令和S年8月17 日付
付敏保体調匝制号神酬悌甥償叙測抑墜事故回D脆止

にづいて健羽田川を参考注調眠中症の発生が予見され
る現度下で活動する場合。叫色気象舟の情報や縄帰省
の熱中盤予防情報サイトの暑さ指数等の情報iこす分
留窓し. 気温. 湿度等の鳴鎗条件同噂した制活動
を実借する. さらに.
いても鍋中温掬鴛訴必要である. 令事国s&手9月初日
付E増保体調削幽母『体駒震灘及び依搬切闇闘
の併症事故繍止に却て個師』も併C ' . 考
とし. 指噂SとあたるζA:.
そして. 児皇自身が唆翁E対する意餓をもq て活動
できるよう巴 r，戟肱肉料13，人間性舶の安全
の内容について，組蝦闘にお電車・評価してい< .
体宥極集・運動榔情動におI td事故院止のS刷
1  児童生維の爽衝に即した指導剖留め作誠
2  
3  沼蝦創始前の健康綴織の舞踏
4  沼動中守強強描量の戸富島けと安全確魁
5  事故発生後の湿遺書" ? 適切な対応
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匪割問
中学校保健体育科においては. r体育や保健

の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的
な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一
体として捉え，生涯にわたって'L'身の健康を保
持増進し豊かなスポ} ツライフを実現するため
の資質・能力を育成する』ことを目指している。
授業の実践に当たっては，教材・教具やルー
ノレ，学習形態を工夫し，運動の特性や魅力に触
れる楽しさや喜びを全ての生徒に味わわせるこ
とが大切である。そのためには指導内容の明確
化や指導と評価の一体化を図り，各単位時間の
つながりを意識した学習過程を組み立て，授業
の充実を困っていくことが重要である。
そして. 1めあてをもって進んで運動仲間と
学ぶ喜びあふれる体育・保健体育授業j を展開
し，生涯にわたって豊かなスポーツライフを実
現できる生徒の育成を目指していく.

令和5年腐の陳阻
1  学習指導要領の趣旨を踏まえた指導計画
及び評価計画の活用・改善と学習指導の充実
2  総合的な体力向上を目指した，組織的な取
組の工夫
3  体育的活動時の事故防止の更なる徹底

1  学習指事耳慣1)1首を踏まえた指噂計画及ぴ野値骨薗@歯周・覗• 
(1)令和 5 年度「中学校体育に関する調査』から
O保健体育科の指導計画等作成状況
体育・健康に関する『全体計画J，学習
に対応した『年間指導計画J. 学習指導要領に
づいた「内容のまとまりごとの評価規準J . r単
元の評価規準』の作成状況 356校 (10側)

(2) r令和 5 年度全国体力・運動能力. 運動習慣等
調査質問紙J ( 学校買聞紙) から
0 保健体育の授業の目標を生徒に示す活動。 11，
も取り入れている」割合
埼玉県 80.鍬 ( 全国公立 67.0紛

全国公立との比較+13.9ポイント
O 保健体育の授業で学習したことを振り返る活
動。『いつも取り入れている』割合
埼玉県 72.鍬 ( 全国公立 53.4'覧)

全国公立との比較+19.6 ポイント
O 保健体育の授業で生徒同士が助け合い，役割を
果たす活動『いつも取り入れている」割合
埼玉県 61.鍬 ( 全国公立 47.8紛

全国公立との比較+13.8 ポイント

(司令和 5 年度中学校体育授象研究会等から
0 昨年度に引き続き，学習指導案の『指導と評価
の計画』の作成により，単元全体の流れと 1 単
位時間の学習過程が明確となり，身に付けさせ
たい内容がイメージできる計画が見られた。
O グループ編成，ルール等を工夫した男女共習の
場面が多く見られた。

『令和 5 年庫金圃体力・運動能力. 運動習慣等調査」から
【体力合計点及び生徒質問紙】
45.0  

4 4.0  

食 4 1.0

40今日 .  :  r 三r--.• • 39.0  
57.0弧 59.0弧 61.0弧 63.0弧 65.0弧 67.0弧

運動やスポーツl M f ぎ( % )

園 1 体力合併点と運動・スポーツ好意. の関係{ 男子〉
51.0  匡〉・ ・|勾3F| . | 中学2年女子 |  
50.0  

• VI  埼40玉5県蝿 |  ・'  ・体 49.0 •. I ・. .. 
主E 2 48 0  
計 47.0

.  - ・・ ・ | 全国平均点|

点 -. 1 ・
S 4 6 0  I  • .  .・ ;
45.0  • .  .  
44.0  .  .  • .  
43.0  
38.0弧 40.090 42.0l幅 44.090 46.090 48.0弧

運動やスポーツがW ぎ( % )

園 2 f * カ合計点と量動・スポーツ好. 鹿の関係〈女子)

(1 ) 単元計画作成上の工夫政普
0 全ての生徒が運動の特性や魅力に触れ，運動の
楽しさや喜びを十分に味わうことができる単元
計画の編成。
0 指導内容をバランスよく配置し，生徒が学習意
欲をもてるよう単元計画を編成。
(2) 1 単位時聞の指導計画及ぴその実践
o  rねらい』と『学習活動J. 1振り返り」や『ま
とめ』のつながりを意識した授業の展開。

O I C Tを効果的に活用し，主体的・対話的で深
い学びの実現に向けた授業改善。
(3)運動やスポーツとの多様な関わり方と関連付け
た『楽しい』体育授業の視点〈園 1 園2)
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2  

ロ) r全国体力・温緬面瓦1醐. . . 鯛釜』伸 Z
男女3 から ll e E 全国公立・きいたま市含む】

k比唱脅してかなり高い水司障を維持。( 町5)
(2) r金圃体カ・温鋤1 : 力. 温. 習慣等閑牽質問eJ
f申Z 男女} から n匝金圃公立・書いたま合屯t)
て. 自分なりの目 J領を立てている.
男子 75.ZI(全国 71.4紛女子 '12.9嘩{金圏 66.8紛

a  

ISL 311  

.  . .匝冒慣等割壷』か晶
ーーーー傘"''''.
・ -・崎玄興予

-ー司咽脚傘(Q'Il2子市五日 ---)・司..司R

Jん;主こf-11 E E
/  ，" :  p .，.  ¥  ¥・1

産宣寸ミヤ汽ブ/ブ箇
m ふ ー¥六三fぞ f J 世-" -

Eヨ ;  152，741  出迎j
圃S 隠金圏平絢値と隠県平絹・との体淘@ 比唱E
(2) r令相 5年度. 体力テスト』から

(¥>6) 中学校 A + B刊の生徒の割合
9・'.'・令。
計 l 叩 ド払L 制ι
師.， I  8S t  85.0  8.... トーーー---‘=一一...，ト・.-.ーーーーー 官コr.---83:，0  ・... 
8 L .  

、."._
、、 i・).S
8 L l  

1-4(1 " 1  1'11 ..‘ .. 
圃 4 . 体カテスト. 合. . A + B刊の隼雀@ 割合

。総合的な体力向上を目翁した. 組織的な取組のZ 夫
. 新体力テスト総合評価A+Bt C の生徒の割合を見
ると前年IXとの比較において徹泊している. 自
校の体力謙題t - 学校全体で把握し. 更なる組織
的な取組の工夫が大切である. (困 4 )
・生徒一人一人1::必要感を持たせ. 主体的に取り

鎌倉総合的な体力の向上を困る.

a  体育的...0・. .歯止D :lG:る・・に9いて
令制4•• 浮畿管理下の. . . 生件微 t・6. 園紛
O 学後管浬下における負傷申官官件数
13 13，649件→ R4 13，980件 4通31何吻}
O 偉育効活動中の負傷申蹄件数
悶 10， 932件.... R4 11，317件 t蹄併哨
O 学後管理下におげる体脊活動中の食. 発生割合
悶 80.7% →悦 80.9% (O.2p織}
。学校管理下における体育的郁活動申の負傷発生割合
R.s 42. 2 %  .... R4 45.8% (8. 6 D 翁}

.6負傷@ 絹合: ol..申筒件磁の割合恨の
『滋立宵猿注入日本剤事ーツ揖鍵セシ，ー情tlJ から
100 

;: 出110.. ".. . . . . . 加川削抑制， 剖 o

"  .0 
50 
'0 ，. 
"  ，。
o  .“ H ' S  H 7 6  H .旨7 ."'8 H 1 9  H lO  JtO t  R O '  R Ol  f{001 .，.-.・，.・仲，，..・首鼠昼1即時

圃' 負傷完全件鰍に占める体育的11....ぴ
。何扇面司師
・学校における負傷完全件数のsa鍬単体育活動申
に密生しているa 特に体育的際活動中の，量生割合
が熔加している. 燥の通知等をもとに，事故防止
について夏なる徹底を困る.
・事故の未然防止績と発生時の適切な銅剣対応及び
役割分組告と明械にしたマS 品アルの共遜渥解を図
るなど. 危割量管理体制を擁立する.

唱 学習指.. 裏舗の銀首を踏まえた牢冒指織の
充実
Z  総合的な体1 . 1 向上を目指し念. 組鎗的な取
組のZ 宋
8  体育的活動" の事敏防止の徹底
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学習指a..o温酋を踏まえた学習指掃の充実
1  1首III t 菌作成@ 慣a a
保健体育科の目舗を迫成するためには，学習指
導を併面的に，しかも効率よく展開する必要がお
る. そのため，姐威令学校の実鎗. 生後の心身の鐙
遣の段階や特健司事を+ 分考慮し，中学校の 3学年
闘を見通した上で目標や内容を的確に定め. 関和
のとれた具体的な鎗噂附面金保成することが犬切
である.
そして，保健体育科の目療を達成し，運動章子きな

生徒を育成するためには，学習指司事要領等に童基づ
き. どのように単元及び1単位時間の計画を作成・

いう，
ジメントのu が重要である.

字書指' 屡・及び宇. .. .  ・. . 保. 修宵竃@ 肉'
直面盃コヨ盃亙コ吊玩: I '- Jj， 1  

埼玉県申' 後級官民癒・. r t . ・P I 2 3 H者1::
Z 単元情圃【4・4・とH の針目】作成@ ポイント したPOCAサイクルのイメージ・

【湿D 好きな児童生徒宵' . のための単元計圃作成に向けたりーヲレツト@ 組旨を_ . . えたm.勘困】 【中学技飯〉

しておくべきことが記載され
ている.

-単冗回線の途成に向けて具体的な学習H肯導の充実を図る。
O 認知的な学習活動の位鐙づけ

-運動の特性や魅力
.生徒の実態
・め

単元の前半では，運動の特
性や魅カ1:::蝕れる獲しさや
書ぴが味わえるよう，全員
で行える易しい運動に取切
組んだり .JIE習内線の軍事か
め』となる逮動や，院しのゲ
ームを行弘

• Ith働的な学びを保証する。
O 教俊行為の位鐙づけ の股業動廊て政元コード

運動の行い方や運動・安全
の司担保の仕方なEの草寺学的
知織を互に逮動の銭飽を身
に付けるこk で，その理解

f宜飽を図遣させて傘習でき
るようにする.

(R5.3 埼京時数宵書員会}

たり. r伸び』密集帽したりしながら資質・
飽カを育むことができるよう工夫する.

1単位時間の授業団0みで学習を完結するので
はな〈目指すゴール像へ痢げて，単元を遣し
てつながりをもたぜ. それを隼後が感じるこ
とができるようにする.
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3  喜びあふれる保健体育慢業について
魅力ある教材の樟討
教材とは. 常習指導挺開削税保健体育掃に記載されている常習内脊を育成するための手段である. 何j
えli，
楽しさや喜びを時わうことができるであろうか. r主体的・詩話的で浅い学び」 ω実現に向けた1受業己主持
の但点や、 fめあてをもって進んで運動仲間と学ぶ 喜びあふれる体育・保健体育授業』の実践にむ
けて生徒を魅了する教材の検討は欠かせなも、。

スモール7 .テ yフに応じた謀題めあてJ .!:: IW 習めあてJ (/)明確化

反り裁定{ アリッジi ステージ顕I主ね

4  1  C Tの勅果的な活用
保健体育科において I C Tの活用等についての

具体的な留意点や配慮事項は，中学校学習指導要
領解説保健体育編 238 ベージに以下のとおり示さ
れている。

体育分野においては，学習に必要な情報の取集
やデータの管理・分析，課題の発見や解決方法の
選択なぜにおける I C Tの活用が考えられる。
また，保健分野においては，健康情報の収集，

健康課題の発見や解決方法の遺択における情報通
信ネットワーク等の活用などが考えられる。
なお，運動の実践では，補助手段として活用す
るとともに，効果的なソフトやプログラムの活用
を図るなど，活動そのものの低下を招かないよう
にすることが大切である。
また，情報機器の使用と健康との関わりについ

て取り扱うことにも記慮することが大切である。

保健体育科における I C T即効果的な活用場面

1段マット頑iよね 聞はれ誕安全

0 埼玉県の現杭
『全国体力・運動能力，運動習慣等調査質問紙』
(中 2 男女) から【※全国公立・さいたま含む】

0 保健体育の授業で，タブレットなどの I C Tを
使って学習することで「できたり，わかったり j

することがある生徒の割合
- 中 2男子
ロド円ι"晶
ロチ守，， 
全制伺悶司 iド悶8

1- - 4.7 %  
崎 叫 1+.2% 32.6 %  12 1.9 %巴ムム 26.州

。...， 2 0句 10句。0 % 80... 100 ... 
.中 2女子

ロ也、":>も' "晶 ロだいk い晶る ロJ b茸l Jitr'-'  
田 正Tを耳富岡L てι‘駐い

。弧 2 I>>I- 4 0'帽 6 0抽 8 0・‘ Z目。唱一 一保健体育科における I C Tの活用については，
教科及び領域の特性として，運動場や体育館等で
手軽に用いることができること，操作等に時間を
要しないこと，短時間で繰り返し活用できること
等に留意することが重要であるa

知識.&U償能の習得の場直
銀ごとの111を織り量LI'した1).スローで毒盆し
た肘ふ

①生徒の学習に対する興味・関心を高める場面 11知障の建制11まる.
②生徒一人一人が課題を明確に把握する場面
③動きを撮影した画像を基に. グノレ} プでの話合い
を活性化させる場面

④学習の成果を確認し，評価の資料とする場面
⑤情報の収集や表現をする場面

学びに向かうカ λ苛性等の揚棄の場面
遍去町自分匂位置やE壱在住I H.
自eOlI暁躍す弘
制t¥.tt.置の醐 こ叫がる.

/，・.・，-:ー.，-
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I C Tの活用主体の観点
I C Tの活用について，①教師の活用，@ 生徒の

活用の2 つの視点から考えることが必要である園
d激師の活用
教師が学習指導事の単備や、際備のために I C T
を活用したり，援業において I C Tを活用する

5  豊かなスポーツライフの実現に向けた運動や
スポーツの多様な楽しみ方
毘女共習について
体カや技能の程度及び性別の遣い等にかかわ
らず，仲間とともに学ぶ体験は，生涯にわたる豊
かなスポーツライフの実現に向けた重要な学習
の機会であることから，原則として男女共習で学

生徒が2史実等で I C Tを活用する ①埼玉県における男女共習の現状
令和 5年度「中学幌体育に闘する閤査』から
O 選択援業の実施援業形態調査対象 356I  C Tを活用した学習場面と学習活動の観点

ー斉舗道による学び『ー斉学習』
一斉学習により，生徒 E 一一ー
に学習隈題を明確に意機
させ，個別学習などのそ
の後の学習活動における
学習を深める.

個別学習を行う際には，その個別学習を踏まえ
た協働学習を行うことを意識させておくことで，
生徒は見通しをもって個別学習に取り組むことが
できる.
直蚕均え合い判合う倒的勝ぴ『也僻冒』
個別学習で学んだ内容を，
生徒同土で意見交換，発表
するなl!， お互いを高め合う
学びを通じ，思考力・判断力
・表現力などを育成すること
ができる。
E  C T活用の冒怠a

• 1  C T機器の活用は目的ではなく，授業を効果
的に進めたり，学びを深めたりするための手段
である園
- 育成すべき資質・能力を見揖えた上で， I  C T  
を活用する利点を踏まえ，活用する場面と活用
しない場面を効果的に組み合わせる固
・生徒の撮影時には，授業のいつ撮影するのか，
何回撮影するのか，どんな場面を撮影するのか
教師と共通理解を図る固
- 撮影するポイント，画像や映像を見合う時のポ
イントを知機として生徒同士に理解させ，その
後の話合いに活かす園
※撮影する場面，見る場面を絞ることが重要

.全て男女共習 |ー部男女別習 |ー部男女共習
44.9略 48.6偽 6.5略

@ 男女共習の授業実践
令和 5年度体育授業研究会や，ダンス指導法研
修会において男女共習を踏まえた授業づくりに
おいて様々な取組がみられた.
【上尾市立商中学技】

0 単元の事前アンケートに『男女混合チームの良
いと，思う点』を質問項目に設け，男女共習につ
いて，教師だけではなく生徒も男女共習を通
し，何を学ぶか考えさせていた。
【富士見市立富士見台中学棋】

Oパレーボールの援業において，男女混合チーム
で活動に取り組んだ. 生徒がポールに対する恐
怖心や痛みを取り除けるように教具を工夫し，
男女間わず失敗を恐れず，意欲的に活動に取り
組み，励まし合える環境を整えていた.

6  資料の活用
県立総合教育センター

学校体育コミュエケーションサイト
h.ttTs://ecsweb.center.sT暗c.ed.IT/J001/
総合敏膏セ}ンター 回治宝回

目ヲ理問
〈計画作成及び学習指噂の改普に闘する資料〉
・申学校学習指導要領【平成29年告示) 解説

平成29年7月 文節科学省
『指纏と評価のー体化』のための学習静値に闘す
る・f . t 資料令租2 年3 月 国立教育政策研究所
. 崎重県中学銭敏宵限種編成要領

平成30年3月 埼玉県敬宵曇員会
. 埼玉県中学技象育課程指灘・評価資料

令和 3年3月 埼玉県敏宵蚤員会
. 埼玉県中学綾徹宵隈程奥様事例

令和4 年3 月 埼玉県徹宵農民会
・教育の情報化に闘する手ヨI ( 迫補版)

令和2 年e月 文書F科学省
・畑生陶1人1制 ICT綜を活用した側・蛾側燃の事制緩
令和4 年3 月 令和3 年度スポーツ庁餐民事業



- 23 -

総合的な体力向上を目指した，組織的な取組の
工夫
O 学技の教育活動全体を通じた組織的な取組
令和4 ・5年度埼玉県体力課題解決研究指定枝
の越谷市立武蔵野中学校では，研究主題を「生き
る力を培うねばり強い生徒の育成J . 副題を『生
涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなス
ポーツライフを実現する資質・飽力の育成』とし，
研究主題の具現化に向けて，授業部会，健康増進
部会，調査研究部会の三つの部会をつくり，全校
を上げて取り組んだ.
以下に特徴的な取組の一部を紹介する.
(1 ) 次時のねらいにつながる振り返りの工夫
授業の振り返りでは，
『なしともも』という
視点を明確にした撮り
返りを行うことで，次時
へのねらいに繋げ，必要
感を得やすい授業の流れ
を設定d
(2) 体力エキスパート講座
『楽しく』運動をすることをテ} マに，仲間と，

好きな時間に( 昼休み時間等) 運動を行う。

三::2':
【研究の成果】
令和4年度から令和 5年度にかけて行った体
力向上に関するアンケートでは，質問項目『運動
が好き』について，好きと答える生徒が学校全体
で82.8%→88.0% (6.2%増} に増加した。
生徒の撮り返りから，①体育授業における導入
の工夫②昼休みに実施した体力エキスパート講
座@ 教科等横断的な視点から，体力向上とリン
クした道徳授業の工夫などの，体力向上に向け
た取組による効果が大きいと考える。

各学校においても，体力課題解決研究指定枝の
実践を参考に，体力向上を記録の向上のみで捉え
るのではなく，生徒一人一人が『何のために体力
を高めるのか』を科学的に理解し，自ら体力を高
めようとする意欲の醸成を目指す。その際，保健
体育の授業のみでなく，教科横断的な視点をもち
教育活動全体を通し，組織的な取組を推進してい
1t-:史き? とい.

体育的活動時の事故防止の徹底

県教育委員会では，毎年度当初『体育的活動時
における事散防止についてJ . r体宵接黛・運動
部活動における事故防止の 6則J • r温動会・体育
祭簿@ 体育的行事における事故防止について』及
び『水泳等の事故防止について』等を通知し，事
故防止の徹底を図っている.
各学校においては，これらの通知をもとに. 全

校を挙げての事故防止の更なる徹底及び迅速か
っ適切な初期対応を行うことが重要である.
【留意事項】
O 児童生徒の実態に即した種目の選定
0 十分な練習時間の確保と計画的な指導の実施
。危険発生時の予測と安全確保の徹底
0 生徒の健康状態の把握と，活動前・活動中・
活動後の健康観察の徹底
0 感染症予防対策の徹底
0 緊急対応マエュアルの作成と検程
0事故発生時の迅速かっ適切な対応と A E Dの
設置及び携行
O A E Dの使用方法の確認と定期点検
0 事故発生時の適切な対応とA E Dの使用
『運動会・体育祭等の体育的行$ における司匹敵防止について{ 温細川
(令和 5年 4周17 日付敏保体11124号} から後鈴
また，近年は猛暑・酷暑を記録する日数が増
え，生徒が熱中症の疑いで救急搬送されるとい
う事実も多く発生しており，重大事故につなが
るケースもある.
令和6 年度においても，熱中症事故の防止に
ついては，万全を期した対応が求められる.
【留意事項】
O 熱中症の発生が予見される環境下で活動する
場合には，気象庁の情報や環境省の熱中盤予
防情報サイトの暑さ指数等の情報に十分留意
し，気温・湿度等の環境条件に阻慮した教育
活動を実施すること.
0 熱中盤' 戒アラート発令時や，最高気温が35
度以上の予報が曲された場合には，活動の中
止，延期，見直しを検討し，児童生徒の安全
確保を最優先とすること.
0熱中症は，気温にかかわらず発生する傾向が
あるため，長時間に及ぶ活動や設しい活動を
避けること. また，屋外のみならず屋内にお
いても発生する可簡性があるため，換気を十
分行うなどの屋内環境の整備に努めること.
『体育的活働時の録申請量・. の防止について〈通知】』
{ 令和同 81117 目付事佐保体11側号〉か油絵
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科学の高度な進展等，多様な事象が複雑さを増
し変化を続ける社会の中で，子供たち一人ひとり
が持続可能な社会の担い手として，その多様性を
原動力とし，質的な豊かさを伴った個人と社会の
成長につながる新たな価値を生み出していくこ
とが期待される。
子供たちが，多様な幸せの実現を可能にできる
よう，我々の教育力も進化が求められている。

【学校教育に求められること】
0  子供たちが様々な変化に積極的に向き合
い，他者と協働して課題を解決していくこと
O  様々な情報を見極め，知識の概念的な理解
を実現し，情報を再構成するなどして新たな
価値につなげていくこと
0  複雑な状況変化の中で目的を再構築する
こと
高等学校学習指導要領解説第 1章総説

さて，学習指導要領が年次進行で実施となり
3年目を迎えた。全日制高等学校では，いよい
よ全ての学年での実施となる。

【学習指導要領の基本的な考え方】
0  社会に聞かれた教育課程を重視すること
O  確かな学力を育成すること
0  豊かな心や健やかな体を育成すること
授業では，積極的・自主的・主体的に学習する
ことや，仲間と対話し協力して課題を解決する学
習を重視しつつ，体育科，保健体育科で育成を目
指す 3つの資質・能力を確実に身に付けられるよ
う，学習過程の士夫をされたい。
・保健体育科の目標
体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を

発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過
程を通して，心と体を一体として捉え，生涯に
わたって心身の健康を保持増進し豊かなスポ
ーツライフを継続するための資質・能力を育成
することを目指す。
特に体育の授業では， 【生涯にわたって豊かな
スポーツライフの継続】， 【自己の状況に応じて
体力の向上を図るための資質・能力の実現】に向
けた工夫をされたい。
また J rスポーツを通した共生社会の実現J に

つながるように【する，みる，支える，知る】と
いった運動の多様な楽しみ方を社会で実践する
ことができるよう指導の充実・改善を図りたい。
そして，人間の活動の源であり「生きるカJ の

重要な要素である体力が学習の結果としてより
一層向上することが望ましい。
事故防止等については，徹底した取組が重要で
あり，安心安全のもとに体育的活動ができるよう
留意されたい。

令和 5年度の取組について振り返る。

令和 5 年度の課題

1  学習指導要領の趣旨に基づく学習指導の
改善
2  体力の向上に向けた取組の工夫
3  体育的活動時の事故防止及び新型コロナ
ウイルス感染防止の徹底

1  学習指導要領の趣旨に基づく学習指導の改善

(1) r体育に関する調査J ( 全日・定通)
0  年間指導計画を作成している。
|全日 134枝 (100免) I定通 26校 (100見) I  

O  学習指導要領に基づく評価規準を作成済，
もしくは令和 5年度内に作成予定である。
|全日 134校 (100略) I定通 26校 (100覧) I  

O  科目体育における領域選択を実施済，もし
くは実施に向けて検討している。
|全日 130校 (97.0目) I定通 25枝 (96.2%) I  

O  男女共習を入学年次の全ての領域で実施
済，もしくは一部の領域で実施している。
|全日 108校 (88.珂) I定通 22校 (91. 7覧) I  

O  全学年で男女共習を実施していない。
|全日 7校 (5.7略) I定通 0校 (0，側) I  

包) r体育地区研究協議会』
o  3つの資質・能力の育成に向けた「指導と
評価の計画」の立案と実践。
0  男女共習の効果的な学習内容の工夫。
o  I C Tの有効活用。

運動( 体を動かす遊びを含む) やスポーツをすることが【好
き・やや好き】と回答した高校 2年生( 全日制)

90 86.9 85.9 86.4  
81.479.8  79 85 

80 76 Z E  73.771.4 75 2 .  70 
65 

男子 女子 男女合計
'.令和 3年度 ー令和 4 年度 ・令和 5年度

図 1 運動・スポーツ好意度調査


